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Ⅰ はじめに 

 

  公立大学法人長岡造形大学における中期目標期間の業務実績（見込）評価

（以下「見込評価」という。）は、地方独立行政法人法第 78 条の２に基づ

き、中期目標期間終了時に見込まれる業務実績を評価するものである。 

 見込評価実施の目的は、中期目標期間における業績評価の結果を、当該法

人における次期中期目標の検討や、組織・業務の見直しなどに活用するため

である。 

当評価委員会が行う評価が、法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直し・

改善を促すとともに、第３期中期目標期間において当該大学がさらなる発展を

遂げることを期待する。 
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Ⅱ 評価（見込評価）の仕組みについて 

 

１ 見込評価の根拠 

  地方独立行政法人法第 78 条の２ 

 

 

２ 評価対象 

  公立大学法人長岡造形大学における第２期中期目標（令和２年度～令和７

年度）の達成見込状況 

 
 
３ 評価要領 

  公立大学法人長岡造形大学 中期目標期間の業務実績評価（見込評価）実施

要領（令和６年６月長岡市公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施 

 

 

４ 評価の経緯 

  令和６年６月 ６日  第１回評価委員会開催 

６月 27 日  法人から業務実績見込報告書の提出 

７月 11 日  第２回評価委員会開催 

 ８月 ６日  第３回評価委員会開催 

             評価書の確定 
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Ⅲ 評価結果 

１ 全体評価 

中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

 法人から提出された業務実績見込報告書を基にヒアリングを実施し、法人の

第２期中期目標の達成見込について次のとおり評価を行った。 

 大項目別評価（４区分）のうち、第１教育に関する目標、第２研究に関する目

標及び第３地域貢献に関する目標について、中期目標に掲げた内容を着実に実

施していることから、『中期目標の達成に向けて良好に進んでいる』と評価した。  

教育研究組織及びカリキュラムの見直しをはじめ、地域課題解決の取組、Ｎａ

ＤｅＣ構想の推進、施設設備の整備活用、全国からの入学志望者や高い志願倍率

の維持など、評価すべき取組と成果が多く見受けられる。 

また、第２期中期目標期間中に発生した新型コロナウイルス禍に対し、教育現

場や学生生活、教職員の就業環境等における努力・工夫を重ねることにより、緊

急事態宣言の発出等の急激な社会変化に十分対応することができた。 

第４業務運営等に関する目標については、中期目標に掲げた内容を概ね実施

していることから、『中期目標の達成に向けて概ね良好に進んでいる』と評価し

た。 

 以上のことを踏まえ、大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、全体評価

は、『中期目標の達成に向けて良好に進んでいる』と評価した。（下表参照） 

 建学の理念を体現する人材を、広く世に輩出することは、「米百俵の精神」を

大切にする市民の願いである。長岡で学び、長岡へ愛着と誇りを持つ人材が、将

来、幅広い形で長岡へ貢献することを期待する。 

 

【参考】年度評価における全体評価の状況 

令和２年度 中期計画の進捗は順調である 

令和３年度 中期計画の進捗は順調である 

令和４年度 中期計画の進捗は順調である 

大項目別評価（４区分） 評定 評語 

第１ 教育に関する目標 Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

第２ 研究に関する目標 Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

第３ 地域貢献に関する目標 Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

第４ 業務運営等に関する目標 Ｂ 中期目標の達成に向けて概ね良好に進んでいる 
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２ 大項目別評価 

第１ 教育に関する目標 

Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

 

【評価理由】 

（１）教育の成果、内容に関する目標 

・デザインの領域拡大や融合に柔軟に対応すべく「デザイン学科」を新設

し、既存の学科と合わせて３学科体制とするなど、社会の動きや地域の

ニーズの変化に対応し、中期計画の「造形・表現」としてのデザインと

「問題発見・解決プロセス」としてのデザインを探求し、社会が抱える

問題の本質をとらえ、新たな価値を創り出すことのできる創造的人材の

養成に取り組んでいる。 

・大学院においては、「地域特別プロジェクト演習」(修士課程)、「特別プ

ロジェクト研究演習」[博士(後期)課程]を４年連続で実施した。PBL （問

題発見・解決型）の特徴をいかした地域連携系科目であり、実践の中で

探究を深める力を育成している。また、長岡市との共同事業である「イ

ノベーター育成プログラム」を実施し、2021 年度グッドデザイン賞を受

賞するなどの評価を得た。 

・これら大学の取組みや成果を積極的に広報することで、５倍を超える高

い志願倍率を維持している。 

 
（２）教育の実施体制に関する目標 

   ・教育研究体制の充実ときめ細やかな指導体制を実現し、教育研究力の向

上を図るため、専門性を生かしつつ均衡にも配慮し、全学的な見地から

専任教員の募集と採用を行っている。 

   ・「豊かな生態系を育む 地域に開かれた杜のキャンパス」をコンセプトと

し、学生の交流を促進しつつ、新たな価値創造をも目指す新校舎（第４

アトリエ棟）の建設が順調に進んでいる。 

・既存校舎の教室、図書館及び備品について、遠隔授業への対応や、デザ

イン思考のワークショップに適した什器への入替等を実施し、施設設備

の充実を図っている。 

 

（３）学生への支援に関する目標 

   ・遠隔授業の開始にあたり、学生のインターネット環境や機器の準備に伴

い、校友会の助成協力を得て修学環境整備支援金として令和２年５月
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に全学生一律５万円を給付し、学生の金銭的負担軽減を図った。 

   ・関係者の情報共有や意見交換を密に行い、学生の心身の健康と生活上の

悩みに対し、個別の状況に応じた支援を行った。 

・性的指向・性自認に対する学生からの相談対応及び具体的支援を行うた

め、SOGI （ソジ：性的指向、性自認)に関するガイドランを策定し、こ

れに基づく学生へのアンケートやヒアリングを実施することで、合理的

配慮による修学環境の改善につなげた。 

   ・就職・進学等支援として、学年ごとのガイダンス実施や、業界研究講座

及び就職活動対策講座等への対象学年拡大などにより、低学年から就

職活動のイメージを持てるようにするなど、支援体制の充実に取り組

んだ。 

 
（４）国際化に関する目標 

   ・国際交流協定締結校であるトリアー応用科学大学との交換留学のほか、

漢陽大学のスプリングスクールに学生が参加するなど、新型コロナウ

イルス禍を経て、引き続き国際姉妹都市を含む海外の大学との間で交

流・連携に取り組んでいる。 

・国際交流事業支援奨学金の給付により、学生の国際的視野の涵養及び

海外活動の思索につなげた。また、留学生に対してはそれぞれ１人のチ

ューターを配置して留学生をサポートする体制を整備した。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 

 

【参考】 

○年度評価における教育に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 

評価 Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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○令和５年度項目別自己評価結果 

【事業単位評価】                        単位：項目の該当数、（ ）内は％ 

項目数 
評価区分 

s a b c d 

事業 45 0(0) 3(6.7) 42(93.3) 0(0) 0(0) 

 

【指標単位評価】 

 
評価区分 

年度計画を 

大幅に上回る 

年度計画を 

上回る 

年度計画を 

概ね実施 

年度計画を 

十分に実施せず 

年度計画を 

大幅に下回る 

項目数 
達成率 100 超 
かつ顕著な成果 

100％超 
80％以上 
100％以下 

60％以上 
80％未満 

60％未満 

指標 3 0(0) 2(66.7) 0(0) 1(33.3) 0(0) 
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第２ 研究に関する目標 

Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

 

【評価理由】 

（１）研究の内容及び水準に関する目標 

・地域協創センターを窓口に企業等と連携を進め、受託研究、共同研究を

実施し、優れた研究成果を出すことに努めた。地域課題解決に向けた研

究や事業化を支援する大学のシーズを教員や学生とともに積極的に情

報発信したことにより、受託研究・共同研究が増加している。 

・産学マッチングイベントに出展し、本学の産学連携の実績や教員のシー

ズを PR し、出展企業との共同研究等の掘り起こしに努めるなどの活動

を継続したことで、大学と企業とのより適切なマッチングによる研究推

進が行われている。 

 
（２）研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・新型コロナウイルス禍において、卒業・修了研究展の特設ウェブサイト

を新たに制作し、研究成果を同サイトで公開・蓄積するシステムを構築

することで、同サイトは新しい形の展覧会として 1.7 万人もの閲覧者が

あった。 

令和４年度は３年ぶりに一般来場者の入場を受け入れ、過去 10 年では

最多の約 4,400 人が来場した。 

・オンラインを活用したヴァーチャル展の実施と、博士（後期）課程学生

や有志学生の学外会場での展示等を実施し、大学広報につながる成果発

表の機会を構築した。 

・学科再編の前に、初の試みとして教員作品展を展示館で開催し、教員に

よる多様な活動を通して本学の持つ価値を発信した。 

 
（３）研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・「地域協創センター」を設置し、市民、産業界、高等教育機関、行政機関

との連携強化や共同研究の推進などに取り組んでいる。 

・市内４大学１高専の連携であるＮａＤｅＣ構想や、包括連携協定を締結

した企業等と連携した授業及びイベントの実施により、様々な事業への

参加学生が増えており、地域の概念に対する枠を広げ、研究活動を深く

掘り下げることができている。 
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（４）教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・教育研究組織の見直しに関する基本方針に基づく学科再編と併せて、デ

ィプロマ・ポリシーとはじめとする各ポリシー、カリキュラム、入学試

験概要、第４アトリエ棟整備基本計画及びテクノロジー×デザイン領域

に採用する専任教員等学科再編を見据えた採用計画を決定した。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
 

 

【参考】 

○年度評価における研究に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 

評価 Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

 

 

○令和５年度項目別自己評価結果 

【事業単位評価】                        単位：項目の該当数、（ ）内は％ 

項目数 
評価区分 

s a b c d 

事業 10 0(0) 2(20) 8(80) 0(0) 0(0) 

 

【指標単位評価】 

 
評価区分 

年度計画を 

大幅に上回る 

年度計画を 

上回る 

年度計画を 

概ね実施 

年度計画を 

十分に実施せず 

年度計画を 

大幅に下回る 

項目数 
達成率 100 超 
かつ顕著な成果 

100％超 
80％以上 
100％以下 

60％以上 
80％未満 

60％未満 

指標 4 3(75.0) 1(25.0) 0(0) 0(0) 0(0) 
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第３ 地域貢献に関する目標 

Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

 

【評価理由】 

（１）地域社会との連携に関する目標 

・地域協創センターを窓口とした連携、産学マッチングイベントへの積極

的な出展等により、企業との連携の掘り起こしに努め、地域貢献に関す

る研究・プロジェクト数は、指標の目標値を大きく上回り増加の一途を

たどっている。又、特許庁への意匠登録出願など研究成果に伴う地域の

新しい価値創造に貢献している。 

・地域に根付く公立大学法人として、市民工房や市民オープンキャンパス

などを開催し、広く市民に生涯学習の機会を提供している。これまで市

民工房の受講歴の無い人を対象に次年度以降の新規受講に繋がるよう

な体験講座にも取り組んだ。 

・こどもものづくり大学校は、延べ 150 人を超える生徒を対象に、クラフ

ト、伝統工芸、デジタル等をテーマに講座を開講し、アーカイブ動画の

ホームページ掲載などにも取り組むことで、さらに多くの小学生に学ぶ

機会を提供した。 

 
（２）産業振興に関する目標 

・産学マッチングイベントの開催や、企業と連携した起業イベントへの参

加により、産学のマッチングや他大学の学生との連携を深めている。 

・デザイン思考に関する研修を、自治体職員や企業、教育機関等を対象に

実施し、産業振興につながる地域人材の育成に寄与している。 

 
（３）若者の長岡への定着に関する目標 

・県外からの入学生が多い、市内４大学１高専を対象とした単位互換科目

として「長岡学」を開講し、長岡の歴史や風土、産業を学ぶ機会を設け、

より長岡への理解を深める努力をしている。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成に

向けて良好に進んでいる）が相当である。 
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【参考】 

○年度評価における地域貢献に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 

評価 Ｂ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

 

○令和５年度項目別自己評価結果 

【事業単位評価】                        単位：項目の該当数、（ ）内は％ 

項目数 
評価区分 

s a b c d 

事業 11 0(0) 2(18.2) 9(81.8) 0(0) 0(0) 

 

【指標単位評価】 

 
評価区分 

年度計画を 

大幅に上回る 

年度計画を 

上回る 

年度計画を 

概ね実施 

年度計画を 

十分に実施せず 

年度計画を 

大幅に下回る 

項目数 
達成率 100 超 
かつ顕著な成果 

100％超 
80％以上 
100％以下 

60％以上 
80％未満 

60％未満 

指標 3 2(66.7) 1(33.3) 0(0) 0(0) 0(0) 

 

  

10



 

 

 

第４ 業務運営等に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成に向けて概ね良好に進んでいる 

 

【評価理由】 

（１）運営体制の改善に関する目標 

・理事会、経営審議会及び教育研究審議会に学外有識者を登用し、民間的

発想によるマネジメントに努め、又、役割分担を明確にし連携した組織

運営を実施している。 
・新型コロナ禍以降の社会変化を含む新たな課題への対応やワークバラン

スの確保に向け、教員役職者の再編を行うとともに、教員の教育研究業

績を公開することで、教員同士の相互理解を深め、コミュニケーション

の円滑化を図っている。 
・教員の担当授業コマ数に上限目安を設け、新カリキュラムの進行ととも

に、各教員のコマ数を調整することで、バランスの取れた教育体制につ

なげている。 
・事務局編成において、課・係の統廃合によるスリム化により、業務の効

率化を図った。 

 
（２）財務内容の改善に関する目標 

・産学マッチングイベントに出展し、本学の産学連携の実績や教員のシー

ズを PR し、出展企業との共同研究等の掘り起こしを行うなど、受託研

究、共同研究等の外部資金獲得に積極的に取り組んだ。 

・中長期修繕計画に基づき、外壁の改修など長寿命化を図るとともに、学

内照明の LED 化工事を進めるなど、経費節減に取り組んだ。 

 
（３）自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標 

・内部質保証への取組及び自己点検に関する基礎データを記載した点検評

価ポートフォリオを作成するため学内体制を構築し、大学教育質保証・

評価センターによる認証評価において、国の大学評価基準を満たしてい

ると認定された。 

・ホームページ及び SNS 等を活用し、教員及び学生の活躍、学生作品、特

色のある大学施設、学科再編、デザイン学科の新領域であるテクノロジ

ー×デザイン領域、R５年度以降入学者カリキュラムなどを積極的に発

信することで、本学の教育、研究、地域貢献等の活動に対する理解の促

進と支持の拡大を図った。 
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（４）その他業務運営に関する目標 

・学科再編やカリキュラム再編を踏まえ、カリキュラムとの連動を考慮し、

機能性と意匠性を兼ね備えた教室・アトリエ空間を整備することで、時

代の性能水準等に即した教育効果の高い就学環境として施設設備の充

実を実現した。 

・教務事務基幹システムを更新し、学生各自のスマートフォンを用いた出

席登録をはじめとした、教育内容の変化やデジタル技術の進展に対応し

た。 

・学生相談において、対面とオンラインを併用したカウンセリングを実施

し、より柔軟な相談体制を構築した。また、複数の感染症流行に備え、

予防接種の費用支援及び学内での接種の機会を設けた。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成に

向けて概ね良好に進んでいる）が相当である。 

 
 

【参考】 

○年度評価における業務運営の改善及び効率化に関する事項に係る中期計

画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 

評価 Ａ Ａ Ｂ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

 

 

○令和５年度項目別自己評価結果 

【事業単位評価】                        単位：項目の該当数、（ ）内は％ 

項目数 
評価区分 

s a b c d 

事業 30 0(0) 2(6.7) 28(93.3) 0(0) 0(0) 
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Ⅳ 参考 

 

１ 中期目標期間の業務実績評価（見込評価）実施要領 

２ 公立大学法人長岡造形大学中期目標 

３ 公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標期間業務実績見込報告書 
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１ 公立大学法人長岡造形大学 中期目標期間の業務実績評価（見込評価）実施要領  

 

１ 趣旨 

この要領は、地方独立行政法人法第 78 条の２の規定及び当該規定に基づき定められた

市規則（公立大学法人長岡造形大学の業務運営並びに財務及び会計に関する規則）に基づ

き、長岡市公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う公立大学法人長

岡造形大学（以下「法人」という｡)の中期目標期間終了時に見込まれる中期目標期間の業

務実績に関する評価（以下「見込評価」という｡)の実施について必要な事項を定めるもの

とする。 

 

２ 評価の目的 

見込評価は、中期目標期間における業績評価の結果を、当該法人における次期中期目標

の検討や、組織・業務の見直しなどに活用することを目的として行う。 

 

３ 評価の基本方針 

見込評価は、中期目標の達成見込を確認する観点から行い、評価に当たっては、総合的

かつ効率的に行うこととする。 

なお、評価の際は、法人の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に配慮すると共

に、評価を通じて、法人の中期目標の達成見込を市民に分かりやすく示すよう努めるもの

とする。 

 

４ 見込評価の実施時期 

見込評価は、当該中期目標期間の最後の事業年度の前々事業年度終了後、概ね５月以内

に実施するものとする。 

 

５ 見込評価の実施方法 

(1) 評価手法 

見込評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、法人が中期計画に係る

業務実績（見込）に基づいて行う自己評価結果を踏まえ、大項目別に評価のうえ、中

期目標の達成見込について総合的な評価（全体評価）を行う。 

 

(2) 評価項目 

評価項目は、別表１または別表３のとおりとする。 

 

(3) 評価基準 

評価にあたっては、別表２または別表４の取扱いを基本に、取組状況や外的要因等、

それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとする。 

 

Ⅳ 参考 
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(4) 評価の手順 

① 法人による実績見込報告・自己評価 

法人は、別表１に定める中期計画の大項目ごとに業務実績（見込）をとりまとめ、

別表２に定める評価基準により自己評価を行ったうえ、業務実績見込報告書を作成

し、中期目標期間の最後の事業年度の前々事業年度終了後３月以内に評価委員会に

提出する。 

 

② 評価委員会による検証・評価 

 ア 大項目別評価 

評価委員会は、法人から提出された業務実績見込報告書について、法人関係者

からのヒアリング等により検証のうえ、別表３に定める大項目ごとに、別表４に

定める評価基準により、評価する。 

なお、評価委員会は、検証、評価を行ううえで必要がある場合、法人に対して

資料の追加提出を求めることができるものとする。 

 

 イ  全体評価 

評価委員会は、大項目別評価の結果を踏まえ、別表４に定める評価基準により、

中期目標の全体的な達成見込を総合的に勘案して評価する。 

 

(5) 評価書の作成 

① 評価書原案の作成及び法人からの意見の聴取 

評価委員会は、評価の透明性・正確性を確保するため、(4)に定める手順によって

評価した結果をとりまとめ、評価書原案を作成し、法人に提示する。      

法人は、評価書原案に対する意見を書面により評価委員会に申し出るものとする。 

 

② 評価書の確定 

     評価委員会は、評価書原案に対する法人からの意見を踏まえ、必要に応じて法人

関係者の説明を受けた後、当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等によ

り評価書を確定する。 

 

６ 評価結果の取扱い等 

(1) 評価結果の通知及び公表等 

評価委員会は、評価書を作成したときは、遅滞なく当該評価書を法人及び長岡市長

に送付するとともに長岡市ホームページ等で公表する。 

 

(2) 評価結果の活用・反映 

評価結果は、法人における次期中期目標の検討や、法人業務を継続させる必要性、

組織・業務の見直しの検討などに活用し、反映させていくものとする。 
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また、法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用・反映させて

いくものとする。 

 

７ 評価方法の継続的な見直し 

この要領については、見込評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとする。 

  

８ その他 

この要領に定めるもののほか、評価の実施に必要な事項は、評価委員会が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、平成 30 年４月１日から施行する。 

この要領は、令和６年６月６日から施行する。 
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別表１：見込評価における自己評価項目 

評価項目 

中期計画における４つの大項目 

 第１ 教育に関する目標を達成するための措置 

 第２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 第３ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

 第４ 業務運営等に関する目標を達成するための措置 

 

 

 

 

別表２：見込評価における自己評価基準 

評定 基 準 

Ｓ 中期計画の実現に向けて優れて良好に進んでいる 

Ａ 中期計画の実現に向けて良好に進んでいる 

Ｂ 中期計画の実現に向けて概ね良好に進んでいる 

Ｃ 中期計画の実現のためにはやや遅れている 

Ｄ 中期計画の実現のためには遅れている 
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別表３：見込評価における評価項目 

評価区分 評価項目 

大項目別評価 中期目標における４つの大項目 

 第１ 教育に関する目標 

 第２ 研究に関する目標 

 第３ 地域貢献に関する目標 

 第４ 業務運営等に関する目標 

全体評価 中期目標全体の達成見込 

 

 

 

別表４：見込評価における評価基準 

評価区分 評定 評語 判断の目安 

大項目別 

評  価 

Ｓ 中期目標の達成に向けて優れて良好に進んでいる 業務実績見込及びこ

れまでに評価を行っ

た中期計画の進捗状

況を総合的に勘案

し、評価 

Ａ 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

Ｂ 中期目標の達成に向けて概ね良好に進んでいる 

Ｃ 中期目標の達成のためにはやや遅れている 

Ｄ 中期目標の達成のためには遅れている 

全体評価 中期目標の達成に向けて優れて良好に進んでいる 大項目別評価を総合

的に勘案し、評価 中期目標の達成に向けて良好に進んでいる 

中期目標の達成に向けて概ね良好に進んでいる 

中期目標の達成のためにはやや遅れている 

中期目標の達成のためには遅れている 
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Ⅳ 参考 

 

２ 公立大学法人長岡造形大学 第２期中期目標（令和２年度～令和７年度） 

 

前文 

長岡造形大学は、平成６年の開学以来、新しい時代・社会を担う人材の養

成と、地域社会と協力しながら、地域課題の解決や地域資源の発掘などに取

り組んできた。 

人口減少をはじめとする様々な問題や人工知能に代表される科学技術の

進歩により、社会はあらゆる分野で転換期を迎えようとしている。このようななか、

豊かな感性と確かな表現力によって思いを形創る「造形・表現」としてのデザイ

ンとともに、総合的な幅広い視野と深い洞察力で社会が抱える問題の本質を

とらえ、構想と試行検証を経て解決策を提示する「問題発見・解決プロセス」と

してのデザインを探求し、人々の生活や産業に新たな価値を創り出すことので

きる創造的人材の養成が求められている。 

そして、「造形を通して真の人間的豊かさを探求し、これを社会に還元する

ことのできる創造力を備えた人材を養成する」という建学の理念を体現し、地

域はもとより、我が国及び世界の発展に貢献する人材を輩出していくことは、

「米百俵の精神」を大切にする長岡市民の願いである。 

長岡市は、公立大学法人長岡造形大学が、自律的、弾力的、効率的な大

学運営を行い、公立大学の使命である地域貢献活動に力点を置きながら、市

民に支持される魅力ある大学として成長していくために、次の点を基本に中期

目標を定める。 

 

 

１ 地域社会を実践的な学びの場としつつ、デザインに関する知識、感性、技

術・技能に加えて、ものごとに対する幅広い視野を養い、「造形・表現」としての

デザイン力と、「問題発見・解決プロセス」としてのデザイン力を身に付け、人

間的に豊かな社会の実現に貢献できる人材を養成すること。 

 

２ 時代や社会の要請に応える実用的かつ実践的な研究を地域社会と協働で

進めるとともに、高度な専門性に基づくデザインの知識と技術の向上とデザイ

ンの役割や対象領域の拡大を幅広く探求すること。 

  

３ 市民、企業、教育機関、自治体との連携を強化し、それぞれの特長を生か

しながら協働して、デザインを通じ地域課題の解決や新たな地域価値の創造

に貢献すること。さらに、そのプロセスや成果は地域にとどまらず、広く我が国

及び世界に発信し波及させること。 

 

４ 大学を取り巻く社会情勢の変化に迅速かつ的確に対応できる運営体制を

確立するため、公立大学法人制度の特性を生かし民間的手法を取り入れなが

ら、健全で効率的な大学運営を行うこと。 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 １ 中期目標の期間 

     令和２年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 

  

２ 教育研究上の基本組織 

この中期目標を達成するため、次のとおり教育研究上の基本組織を置

く。 

学部 造形学部 

大学院研究科 造形研究科 

研究機関 地域協創センター 
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第２ 教育に関する目標 

 １ 教育の成果、内容に関する目標 

（１）学士課程における教育 

社会の要請を的確に認識し、様々な問題に対して創造的な解決策を提

示するために必要な構想力と造形力を備えた人材を養成する。 

 

（２）大学院課程における教育 

デザインの対象領域の拡大に対応しつつ、深く理論と応用を学び、新た

な価値を創造するために必要な高度な専門性や深い洞察力、企画・調整

力を備えた人材を養成する。 

 

（３）入学者受入方針 

建学の理念及び教育目標の実現に向けて、目的意識や向学心が高く、

優れた資質を有する人材を積極的に受け入れる。 

 

（４）教育課程 

    各専門分野の特性、学士課程と大学院課程の連続性等に留意しつつ、

「造形・表現」としてのデザインと「問題発見・解決プロセス」としてのデザイ

ンを体系的に学ぶためのカリキュラムを編成する。 

    

（５）教育方法 

    学内にとどまらず、実践経験を通じて構想力、造形力を身に付ける地域

社会と密着したデザイン教育や学生の主体的な学修を重視した教育に力

点を置いて取り組む。また、より高い教育成果を目指して、授業形態、指導

方法を不断に見直す。 

 

（６）成績評価 

教育の質及び公正な評価を確保するため、学位授与基準と成績評価基

準を厳格に運用する。 

 

２ 教育の実施体制に関する目標 

（１）教員の適切な配置と教育力の向上 

   質が高く、きめ細やかな教育を実現するため、専門性や企画・調整力の

高い教員を適切に配置する。また、教員の教育力の向上を図るための組織

的な取り組みを推進する。 

  

（２）教育環境の整備 

   教育内容の変化や技術の進展に対応し、費用対効果に留意しつつ、施

設設備など教育環境の充実を図る。また、経年による機能低下に対応し、

適切な維持管理・更新に取り組む。 

 

 （３）教育活動の評価及び改善 

教育活動について、学生授業評価等を踏まえた内部検証を行うとともに、

外部による客観的な評価を実施し、それらの結果を教育活動に反映させ改

善を図る。   

 

 （４）教育研究組織の見直し 

時代の変化に対応しつつ常にデザインに対する社会の要請や学修需

要に的確に応えていくとの観点から、不断に教育研究組織の在り方を検証

し、その結果を踏まえて適切に見直しを行う。 

  

３ 学生への支援に関する目標 

 （１）修学・生活支援  

学内外での学生の活動状況に目配りし、学生が安心して充実した生活

を送れるよう、心身の健康管理、生活相談などを行うとともに、学習意欲の

維持・向上や困難の解消に向けたきめ細やかな修学支援を行う。 

    

（２）就職・進学等支援 

学生が適切に進路選択を行えるよう、低学年次からキャリア形成教育を実

施するとともに、個々の状況に即した情報提供や助言など充実した就職・進
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学支援等を行う。 

 

４ 国際化に関する目標 

国際的な視野を持つ人材や海外で活躍することのできる人材の育成を

図るため、国際交流協定締結校との間での交換留学等の相互交流や、国

際的な発表の場への積極的な参加を推進する。また、広く留学生の受入

れを進める。 

 

 

第３ 研究に関する目標 

１ 研究の内容及び水準に関する目標 

   「造形・表現」及び「問題発見・解決プロセス」の両面において、デザイン

の質の向上と可能性の拡大を幅広く探求するとともに、時代や社会の要請

に応える実用的かつ実践的な研究を進める。 

  

 ２ 研究の成果に関する目標 

    研究成果の有効活用を図るため、蓄積された教員・学生の研究成果を

体系的に整理し、幅広く公開する。 

 

３ 研究の実施体制に関する目標 

研究力の深化を図るため、地域の企業、高等教育機関、自治体、コミュ

ニティ等との連携を強化し、その研究成果を発信することにより、様々な研

究課題に取り組むための体制や、外部からの支援・協力を得ることが可能

な研究実施体制を構築する。また、学内にとどまらず、まちなかでの実践

的な研究が実施できるよう、環境を整備する。 

   

 ４ 教育研究組織の見直しに関する目標 

時代の変化に対応しつつ常にデザインに対する社会の要請や学修需

要に的確に応えていくとの観点から、不断に教育研究組織の在り方を検証

し、その結果を踏まえて適切に見直しを行う。[再掲] 

 

 

第４ 地域貢献に関する目標 

１ 地域社会との連携に関する目標 

地域社会と協働し、デザインを通じた地域課題の解決や新たな地域価

値の創造を目指す。また、子どもから大人まで生涯にわたる学習機会を

提供し、文化活動の振興に貢献する。 

 

２ 産業振興に関する目標 

企業、自治体、教育機関、金融機関等と連携し、研究成果や人的資源

を生かして事業支援を行うことで、地域の産業振興に貢献する。 

 

３ 若者の長岡への定着に関する目標 

市内在住の高校生及び市内高校出身者の積極的な受入れを図る。ま

た、卒業後における長岡への定着促進にも資するよう、市内企業及び自

治体と連携した学生及び卒業生に対するキャリア形成支援に取り組む。 

  

 

第５ 業務運営等に関する目標 

１ 業務運営の改善に関する目標 

（１）運営体制の改善 

     公立大学法人制度の特性を生かした自律的、弾力的、効率的な大学

運営を行う。 

 

 （２）適正な人事の実施 

     職員の意欲を高めつつ、教育研究活動や業務運営の質的向上等を

図るため、評価制度を不断に見直しつつ、適正な人事を行う。 

     

（３）事務の効率化及び合理化 

     事務職員の資質と能力を高めるとともに、事務処理の効率化及び合理
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化に取り組む。 

 

 ２ 財務内容の改善に関する目標 

   （１）経営の安定化に向けた自己収入の確保 

学生納付金による収入については、適切な金額設定により、安定した

収入の確保に努める。また、競争的研究資金、受託研究、共同研究、寄

付金、受講料等の外部資金の獲得に積極的に取り組む。 

    

（２）予算の効率的な執行 

    教育研究の水準の維持向上に配慮しながら、業務運営の徹底した効率

化と合理化により経費節減に努める。 

 

（３）資産の適正な運用管理 

    所有する資産について、常に正確に状況を把握するとともに、効果的な

活用方法を検討し、適正な運用管理を行う。 

     

 ３ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標 

 （１）自己点検・評価 

教育研究及び業務運営の改善に資するため、自己点検・評価の定期

的な実施とともに、第三者機関による外部評価を受け、結果を公表する。 

 

   （２）情報公開の推進 

     社会に対する説明責任を果たすとともに、広く大学への理解と支持を

得るため、教育研究活動、地域貢献活動及び運営状況について積極的

な情報発信に取り組む。 

   

４ その他業務運営に関する目標 

（１）社会的責任を果たすための取り組み 

   公立大学法人としての社会的責任を果たすため、法令遵守の徹底や環

境配慮の実践等に組織的に取り組む。 

 

（２）施設設備の整備、活用 

     教育内容の変化や技術の進展に対応し、費用対効果に留意しつつ、

施設設備など教育環境の充実を図る。また、経年による機能低下に対応

し、適切な維持管理・更新に取り組む。[再掲] 

また、施設設備の有効活用を図る。 

 

（３）安全管理 

学内の安全衛生管理の向上に努めるとともに、様々なリスクを想定して

危機管理に取り組む。 
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